
令和元年度 学力向上を図るための全体計画
大田区立大森第四中学校

おおた教育ビジョン 本校の教育目標 生徒を取り巻く環境

☆豊かな人間性をはぐくみ、未来を 人間尊重の精神を基調として、広い 本校は池上本門寺に隣接してお

創る力を育てる 視野をもって未来を主体的に生き抜く り、緑豊かな自然に囲まれた中で生

「意欲をもって自ら学び、考え、行 資質を養うため、次の目標を掲げ、全 徒は学校生活を送っている。

動する人」 教職員で教育実践に取り組む。 学校に協力的な地域の方が多く、

「思いやりと規範意識をもち、社会 ＰＴＡによる朝の挨拶運動、親父の

の一員としての役割を果たす人」 会によるイベント、地域の方々によ

「自らの可能性を伸ばし、未来を拓 る各種行事等、生徒のための活動に

き地域を支える人」 力を入れてくださっている。

学 校 経 営 方 針 等

【基本理念】 全ての教育活動を通じて「21世紀型能力」を育成し、『社会人基礎力』の土台を築かせていく。

【基本方針】 １．安全に対する意識を高める学校づくり ４．豊かな社会性と人間性を育む学校づくり

２．健康増進の実践力を培う学校づくり ５．生徒一人一人の夢を育む学校づくり

３．確かな学力の定着と向上を図る学校づくり

【指導の重点】 ◇「自己肯定感」と「自己有用感」の高揚

◇「論理的想像力」の育成

各教科の指導の重点 総合的な学習の時間

・基礎的事項を確実に習 の指導の重点

得させる。 ・体験的な活動を重視し、

・自ら進んで深く考える 自ら課題を見付け、考

力を身に付けさせる。 え、主体的に判断しな

・未来創造につながるよ がら問題を解決する資

うな実践力を育成する。 質や能力を育てる。

道徳の指導の重点 生活指導の重点

・議論を交えながら多面 ・時と場と立場に応じた

的多角的に考えさせる 適切な言動ができるよ

ことを通して、人権感 うにさせる。

覚と規範意識を磨かせ ・生活規律と学習規律を

豊かな心を育んでいく。 遵守する態度を育む。

特別活動の指導の重点 進路指導の重点

・様々な集団活動を通し ・自己理解を深めさせ、

て、リーダーシップと 生き方を問い直す機会

フォロワーシップを育 を大切にする。

てると共に、達成感や ・自ら進路を決定する力

感動を体感させる。 と態度を育てる。

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点
指導内容・指導方法の 校内における研究や 家庭や地域社会との

教育課程編成上の工夫 評価活動の工夫
工夫 研修の工夫 連帯や工夫

* 学習効果測定の結果分析を基 * 数学・英語においては、習熟 *「ＩＣＴ機器の活用」と「主 * 各教科で、評価についての研 * 家庭学習の充実を図るため、

に「学習カルテを活用した学 度別指導・習熟度を考慮した 体的で対話的な深い学び」 究を深め、評価の精度を高め 補習等で自主的に学習に取り

習カウンセリング」を充実さ 少人数指導を実施し、スモー に関わる校内研修を進めて ていく。 組む姿勢を確立すると共に、

せていく。 ルステップできめ細かに指導 いく。 * 生徒及び保護者への説明責任 保護者会等で家庭への協力を

* 電子黒板・タブレット等、Ｉ を進めていく。 * 学校集団調査(hyper-ＱＵ)を (妥当性・客観性)を十分に果 仰いでいく。

ＣＴ機器の活用を図り、魅力 * 放課後・土曜日・夏季休業日 はじめとして、様々な調査 たすことのできる評価とする * 学校地域支援本部との連携を

ある授業、分かる授業の実施 に補習教室を行い、基礎学力 の結果を分析し、授業改善 ために、評価活動の工夫・改 深め、効果的な人材支援を活

に向けて工夫・改善を行う。 の定着を図る。 に結び付けていく。 善に努めていく。 用し教育活動を充実させる。

恵まれた環境を生かし、
｢自主的で、品の良い、健康な、
努力を惜しまない生徒｣を育てる。

本校が考える「確かな学力」

新学習指導要領の基盤となっている『学力の三要素』（「知識：何を知

っているか」「スキル：知っていることをどう使うか」「人間性：社会の

中でどのように関わっていくか」）の視点を重視して学習指導を展開し、

以下のような力を育成していく。

夢を実現するための力

学んだことを生活や様々な場面で生かす力

学習指導要領に示されている内容

知識 思考力･判断力 学びに向かう力

技能 表現力 等 人間性 等

各教科を学習するために土台となる力及び学び方

聞く力 読む力 書く力 計算力 学び方

目標を明確にし、正しい学習習慣を身に付ける力

基本的生活習慣 自己理解と進路設計


